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茨城県営西十三奉行アパート
県住宅供給公社の西十三奉行団地の一画に計画された県営住
宅である。若年ファミリー層の入居を想定し、”ひととひと、
そして環境　ゆるやかに結びあうまちづくり”をテーマに、
団地全体の先導的役割、公共住宅団地のモデルとしての役割
を担うことを目途として計画した。
一部に標準設計のＰＣ住棟を用いる計画条件に対し、在来住
棟と混在配置して廊下で結び、また、バルコニー手摺やマリ
オンに同一のＰＣ部材を用いる等、居住環境的・景観的な融
合に配慮した。数棟単位でグループを形成し、ＥＶの相互利
用によるコミュニティ形成と、垂直アクセスの効率化も図っ
ている。
（㈱横須賀満夫建築設計事務所とのＪＶによるプロジェクト）

所在地 茨城県ひたちなか市

発注者 茨城県

用途 県営住宅（200戸）

構造・規模 ＲＣ造・地上2～4階

竣工年 2008年

備考 2009年第22回茨城建築文化賞 県議会議長賞、2010年　ま
ちづくりグリーンリボン賞受賞


